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※本装具の使用に際しては必ず取扱説明書をよくお読みください。本取扱説明書はお読みになった後も大切に保管してください。 

 装着方法  

 股関節の外転角度に注意しながら装着者を本体に乗せ、ベルトを締めます。 

 注意 （この注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害のおそれがあります） 

 装着前に必ず本体、ベルト等に異常がないか確認してください。 

 ベルトは緩まないように装着してください。 

 使用中にずれ、緩みが生じた場合は必ず正しい位置に装着し直してください。 

 常に乾燥させてご使用ください。 

 直射日光の当たる場所や、高湿になる場所に放置しないでください。 

※改良のため予告なく仕様を変更することがあります。 
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 警告 （この注意事項を守らないと、使用者が重傷を負うおそれがあります） 

 本装具は医師の処方のもと、義肢装具士など医療従事者が調整・適合確認し、ご使用いただく装具です。 

 本装具の使用に際しては医師の指示に従い、医療従事者の十分な指導を受け、正しくご使用ください。 

 本装具の使用により過度の圧迫による痛みやしびれ、かぶれ等の異常が生じた場合は、速やかに医師ま

たは義肢装具士にご相談ください。 

 使用期間及び使用状況により装具に不具合、破損が生じた場合はすぐに義肢装具士にご相談ください。 

 本装具の加工、改造は絶対に行わないでください。 

 ご本人以外のご使用はお止めください。 

 調整方法  

 症状に応じた股関節の外転角度になるよう、ターンバックルの長さを調整してください。 

義肢装具製作所様用 

 お手入れについて  
 常に清潔な状態でご使用ください。 

 本体は水洗いし、タオル等でしっかりと水気を拭き取ってください。 

 汚れがひどい場合は中性洗剤または消毒用アルコールをご使用ください。 

ベルト 

本体構造と名称 

ターンバックル 

大腿部 

体幹部 

膝蓋骨 

装着図 


